
うに FlftIの WIJ !RIJ装世 ・ 発電後・ コ

γ プレツサ一等の検査に佼利なサ

イドピッ ト を有するいわゆるプー

ル型(ま たはW型)と称するもの

とがある。このプーノレ型は ß{lJ坑部

分と内抗と往来ができるよう ， レ

ーノレはコ γ ク リート 柱に I ビーム

けたを探せ1&付けられている。な

お検査坑の寸法を示すと図に示す

よう であ り，その長さは付表に示

すとおり であ る。

2. 交;高検査坑

検査坑の長さ (m)

扇形車1ilt 矩形(くけい) 111 日目

大形}謹機配 小形i謹機曲目 大形殴配{世 小|畿 形 機配位Iill 日 IJ
位 f期区

位凶区
機関 区 IJ!I 区

(C58 以下}

LIO LIO L 0 L D 

1畿 1111 111 17 31 15 29 

内修総 解体 17 31 15 29 1 EH =35.8 EO・ 19.8EF=26 EDc2.5 
年止

』角j1f1水1本111 11 1 9 1 1 11 l 9 l 

23 l 20 1 
修総斜』 23 1 1 20 lIEJ-J=37.3 EO-18.6 EF=30.5 ED=2.5 

交官子検査線 28 (4) 25 (4) IjlIilJ_両端から各 2 m を除く全長に

洗街 総

収容 線
23 1 I 20 l わたり設ける

紛検 れ11 仕探
l'f.糾t

I ~町;lï問機から各 1吋除く全長に
わたり設ける

L=検査坑の長さ(含階段) m ， 0 =111陣入口から検査坑入口まで m ，

げんじかい じ

おいて旅客の所持する衆車券類を検査する場合に， 検査を~施

したことを証するため衆車券類の表聞に鉄こんを印するために

使用する欽(はさみ)である。

検札欽による欽こんの拶~;誌は，当該乗車券によって検札当時

までの区間について， 旅客が正規の手続をもって乗車船したこ

とを証明するものであり ， かっその後の乗車において ， 変則的

乗車の取扱を受ける I場合または事故発生の場合等における撚釘

こ当 つ ての乗車券翼民の効力の判定， 旅客運賃 ・ 料金の計算等に

ついて重要な証拠となるものである。(平林喜三造)

けんさつし 伊 しょう 検札車掌 検札すなわち乗車券の検査

は， 一般にその列車に梁務している客扱専務事象， または答:扱

を主と する車言語: が行う 。その目的は旅客の旅行上の宮長内と不正

乗車などの取締りにあるが，多客lUJや朝夕のラッ γ ュ時~~~にお

いては， 当務の111惨だけでは卜分にその目的が達せられないの

で，事訟を日IJに指定して必裂な列車および区聞を定めて， 特別

に検中しを行わせることがある。このように特別に検札を行うた

めに勤務を指定された平等:を検札車掌と通称する。したがって

験f倒的に定められたものではない。 (紋凶些)

けんさひょうじゅん 検査標準 図鉄における平両検査につ

いて定められた際準。

鉄道車両はいつも安全な状態を保持しておかなければならな

いが，使用状況に応じその損傷程度も差呉を生じるので， それ

こ対応する適切な検査で不良箇所を摘出して常態に復するのが

順序である。まず車両を検査するには， 検査修繕規程あるいは

検査規程に定められた方法によって検査するのであるが， 発熱

焼仰の兆候の有無， し緩状態， 材料疲労の経度， き裂制損の有無，

気密状態の確認， 作用機能の良否，部分品の完否， 111丙限界 . B!;

( ) =1防車入口から外部に出る長さ m ， EH ， EF ， EOは電気憾f判事形式 築限界にてい触の有無などについて厳筏に検査するものであり ，

3. m 気 i銭関車交番検査坑 この検査を行う場合， 各人各織の判断力に任せるとそ

の結果区々になり統ーを欠き ， 場合によっては浪費と
高対長 {事庫両端2.5m白骨格左険〈杢主 ) I ..ii1国

ィ~_yザド且作引 if情笥常ト己主;;?TZ;2ょ;;: 222;ニ:Tt;2
TJ=;~入 川 1 \1トiミ 悼n 1¥1 ~I 規程に定められて各f重検査に応じてきめられてその完

札上 J 11 11 II¥UJ [L r UlIJ_]JJ ~ 当べきを期している。 しかし，検事修繕技術の向上， 事
出回I I t:ョ樹立七三2 也同 凶」 両の装備改造， 形式の変更…長距離運転州大

防力アオ--"L ii'1方7チ 等により，検査修緩規程の改正に伴ない，検査標準も

実作業に即したように改められてゆかねばならない。

(字国T浩削 現に施行されている検査機準の一例をつぎに挙げる。仕業検査

けんさしゅうぜんきてい 検査修繕規程 国鉄の車両を常 標準，運転検査際準，交祷検査機準，現在火検査際宣告， 1 月検査

に使JIJ上安全な状態に保守するため， 巡輸省令として日本固有 傑準，その他必嬰に応じ特定時期jに地行する箇所の検査傑準，

鉄道五li転士JïWIで検査の期限が定められているが， さらに車種の 再修繕検査修繕際準。(麻図武公)

特色あるいは使用状態に応じて， 検査および修繕の極別， 施行 げんじかい ι ょうき 限時解錠器 (英) time release 信号

場所および時期(期限) ， 施行筋聞などを司王監E ごとに内部達 と し 保安装置の接近鎖錠 ・ 保留鎖錠などにおいて，てこの取扱いに

て定めたものが検査修繕規程であって ， 俄関車検査修繕規程， 一定時分の制限を必裂とするときに使mするものである。時計

~:l.'î 11工検査規程， 電車検査規程，ディーゼノレ動車検査修繕規程 式 ・ 手図式およびてこ付属式の 3 鼠類があるが， 現在では手四

などがある。

通常これらの規程は， 倹査修繕の施行内容ま で規定すること

は煩雑となるので大綱を示すにとどめ，細部については取扱心

得， 施行調IIfll]，摩耗限度， 修繕基準， 施行要領などによって指

示さ;11.てい る。

検査修繕規程と検査規程とは単に表現上の相違だけで，内容

としてはまっ たく同じものである。前者一は区で随行するものは

検査，工場で施行するものを修織と名称を区別したために，僚

組も検査修繕規程といい， 後者ーはすべて検査という名称を使用

して傑閣も検査規程と称しているに過ぎない。(土岐突光)

けんさっきょう 検札鉄 事象または船の事務長が 1li船内に

王立，てこ付属式はほとんど使用されていない。

時計式限時解錠器は型式を壁掛型とし 、 し 、，接点数は定位 2 組，

反位 2 組で最大時紫を 2 分 としてある。

だいたいの構造は定{立接点

の閉合ならひ:，こ反位接点の開

放は手動により ，定(立接点が

開放してから ， 反位接点が|羽

合するまではl時限装置によっ

て所要の時索を得るもので，

動作中に不正の取扱い，また 限時解錠総

は時素の短縮などをすることができない桝迭になっている。 fi
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